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景
観
工
学
の
分
野
か
ら
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進�

理
工・天
野 

光
一
教
授

｢

化
学
の
魔
術
師｣

フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
系
色
素
の

可
能
性
を
追
求�

生
産
工･

坂
本 

恵
一
教
授

　

天
野
　
光
一
（
あ
ま

の
・
こ
う
い
ち
）
昭
和
53

年
東
京
大
学
工
学
部
土
木

工
学
科
卒
。
55
年
同
大
学

院
工
学
系
研
究

科
修
士
課
程
修

了
、博
士（
工
学
）。
建
設

省
土
木
研
究
所
道
路
部
研

究
員
、
フ
ラ
ン
ス
研
修
、

道
路
局
企
画
課
併
任
、
東

京
工
業
大
学
工
学
部
、
日

本
大
学
理
工
学
部
、
東
京

大
学
大
学
院
工
学
部
研
究

科
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
客

員
教
授
を
経

て
、
平
成
13
年

か
ら
本
学
理
工
学
部
教

授
。
土
木
学
会
景
観
・
デ

ザ
イ
ン
委
員
会
委
員
長
な

ど
。東
京
都
出
身
。58
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

坂
本
　
恵
一
（
さ
か
も

と
・
け
い
い
ち
）
昭
和
54

年
日
本
大
学
理
工
学
部

卒
、
58
年
同
大
学
院
理
工

学
研
究
科
博
士

前
期
課
程
修

了
。
同
年
に
日
本
大
学
生

産
工
学
部
の
副
手
と
な

り
、
62
年
に
助
手
。
専
任

講
師
の
平
成
４
年
に
工
学

博
士
。
助
教
授
、
准
教
授

を
経
て
、
平
成
22
年
に
教

授
。
専
門
は
有
機
化
学
、

合
成
化
学
、
機
能
物
質
化

学
、
有
機
工
業

材
料
。
日
本
化

学
会
、
石
油
学
会
、
色
材

協
会
、
錯
体
化
学
会
に
、

日
本
技
術
士
会
に
も
所

属
。東
京
都
出
身
。56
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

ま
ち
を
多
面
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

学
際
的
な
研
究
で
総
合
的
に
考
察�

　

今
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
工
学
科
と
、
名

称
変
更
に
な
っ
た
社
会
シ
ス

テ
ム
工
学
科
（
社
会
交
通
工

学
科
）
の
両
学
科
を
兼
任
し

　

坂
本
教
授
が
生
産
工
学
部

で
勤
め
始
め
た
30
年
前
、
色

素
に
対
す
る
研
究
室
の
関
心

は
単
な
る
染
料
化
学
か
ら
、

先
端
分
野
で
あ
る
機
能
性
色

素
へ
重
点
が
移
る
過
渡
期
に

あ
っ
た
。

　

色
素
は
光
や
熱
、
電
気
、

圧
力
な
ど
を
加
え
る
こ
と

で
、
色
調
や
物
性
が
大
き
く

変
化
す
る
。
そ
の
固
有
の
性

質
を
用
い
た
の
が
機
能
性
色

素
で
、
染
料
や
顔
料
と
い
っ

た
そ
れ
ま
で
の
使
い
道
か

ら
、
写
真
フ
ィ
ル
ム
、
印
刷

製
版
、
プ
ラ
ズ
マ
表
示
、
Ｃ

Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
ハ
イ
テ

ク
技
術
に
欠
か
せ
な
い
情
報

て
お
り
「
景
観
工
学
」
を
専

門
と
し
て
い
る
。

　

天
野
教
授
の
交
通
景
観
研

究
室
の
究
極
の
目
標
は
「
美

し
い
国
土
、
住
み
や
す
い
地

記
録
や
表
示
材
料
へ
と
用
途

が
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
太
陽

電
池
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
材

料
、
色
素
レ
ー
ザ
ー
、
増
感

域
、
都
市
を
つ
く
る
」
こ
と

と
い
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

景
観
分
野
で
は
居
心
地
の
良

さ
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に

し
た
ら
美
し
い
風
景
を
創
造

で
き
る
か
を
研
究
す
る
。
ま

た
「
国
の
光
を
観
る
こ
と
」

を
意
味
す
る
観
光
分
野
で
は

景
観
を
含
む
国
の
光
を
ど
の

よ
う
に
創
造
し
、
ど
の
よ
う

に
見
せ
る
か
の
研
究
を
行
っ

て
お
り
、
住
み
や
す
さ
に
関

わ
る
交
通
分
野
も
研
究
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
自
然
は
美
し
い
け
れ
ど

看
板
が
無
数
に
立
ち
不
ぞ
ろ

い
な
建
物
が
並
ぶ
ま
ち
は
、

人
の
目
に
は
美
し
く
は
映
り

　

坂
本
教
授
が
研
究
に
力
を

注
ぐ
の
も
、
機
能
性
色
素
の

一
つ
で
あ
る
フ
タ
ロ
シ
ア
ニ

ン
。
元
々
が
１
９
２
８
年
に

イ
ギ
リ
ス
で
合
成
実
験
中
に

偶
然
発
見
さ
れ
た
化
合
物
で

あ
る
。

　

そ
の
分
子
構
造
は
、
自
然

界
に
あ
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や

葉
緑
素
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン（
血

色
素
）
を
形
成
す
る
ポ
ル
フ

ィ
リ
ン
と
類
似
し
て
お
り
、

主
に
青
色
や
緑
色
の
着
色
料

と
し
て
道
路
標
識
や
新
幹
線

の
車
体
塗
装
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
が
ん
光
治
療
用
の
増
感

色
素
に
フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
を

利
用
す
る
方
法
。
こ
れ
を
が

ん
細
胞
に
集
積
し
、
そ
こ
へ

レ
ー
ザ
ー
光
を
照
射
し
て
、

光
化
学
反
応
で
発
生
す
る
活

性
酵
素
に
よ
っ
て
が
ん
細
胞

を
攻
撃
す
る
と
い
う
、
画
期

的
な
治
療
法
だ
。

　

す
で
に
増
感
色
素
と
し
て

前
述
の
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
が
実

用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

こ
ち
ら
は
治
療
が
終
わ
っ
た

後
、
速
や
か
に
体
外
へ
排
出

す
る
の
に
難
が
あ
る
。
そ
の

点
で
使
い
勝
手
が
良
い
と
さ

れ
る
の
が
フ
タ
ロ
シ
ア
ニ

ン
。
次
世
代
に
は
取
っ
て
代

わ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

坂
本
教
授
は
が
ん
細
胞
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
フ
タ
ロ

シ
ア
ニ
ン
の
新
増
感
色
素
の

合
成
に
成
功
し
て
、
今
年
１

月
に
特
許
を
取
得
し
た
。

２
、
３
年
前
に
出
願
公
開
し

た
成
果
が
よ
う
や
く
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
実
用
化
に
も

一
歩
近
づ
け
た
格
好
。
こ
れ

け
で
は
な
い
。
坂
本
教
授
が

も
う
一
つ
力
を
入
れ
る
の

は
、
太
陽
電
池
の
表
面
に
吸

着
す
る
増
感
色
素
と
し
て
の

用
途
だ
。

　

次
世
代
型
の
太
陽
電
池
と

さ
れ
る
色
素
増
感
太
陽
電
池

は
、
色
素
で
吸
収
し
た
光
エ

用
的
な
低
コ
ス
ト
太
陽
電
池

と
し
て
関
心
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

研
究
は
パ
ッ
シ
ョ
ン

　

性
能
の
カ
ギ
を
握
る
の

は
、
い
か
に
太
陽
光
を
効
率

的
に
吸
収
で
き
、
か
つ
安
定

的
で
あ
る
か
ど
う
か
だ
が
、

フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
色
素
は
安

定
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
吸

収
で
き
る
太
陽
光
の
範
囲
は

可
視
光
よ
り
狭
い
。
こ
れ
を

可
視
光
よ
り
や
や
波
長
の
長

い
近
赤
外
光
程
度
に
ま
で
広

げ
ら
れ
れ
ば
、
よ
り
効
率
的

に
な
る
わ
け
だ
。

　

と
は
い
え
、
フ
ラ
ス
コ
と

ビ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
の
合
成

作
業
は
、
マ
イ
ナ
ス
78
度
で

24
時
間
、
常
温
で
同
じ
く
24

時
間
、
１
６
０
度
で
７
時
間

と
い
っ
た
具
合
に
続
く
、
地

道
で
粘
り
強
い
作
業
の
連
続

だ
。

　
「
大
学
に
勤
め
て
い
る
た

め
、
企
業
の
よ
う
な
即
実
用

化
と
い
っ
た
研
究
は
無
理
だ

が
、
将
来
に
役
立
つ
物
作
り

へ
の
精
神
は
忘
れ
な
い
」
と

語
る
坂
本
教
授
の
信
条
は

「
研
究
は
パ
ッ
シ
ョ
ン
」。

増
感
は
生
活
そ
の
も
の

　

20
人
ほ
ど
の
ゼ
ミ
生
と
一

体
と
な
っ
た
研
究
室
で
は
、

毎
日
が
安
易
に
流
れ
な
い
よ

う
、
週
に
１
度
の
卒
業
研
究

ゼ
ミ
と
、
月
に
１
度
の
ゼ
ミ

生
に
よ
る
月
例
報
告
会
を
欠

か
さ
な
い
。

　

忙
し
い
研
究
生
活
で
唯
一

の
息
抜
き
は
、
奥
方
と
た
び

た
び
出
か
け
る
近
場
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
だ
と
か
。「
二
人
に

共
通
す
る
趣
味
が
カ
メ
ラ
で

の
写
真
撮
影
。
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
機
能
性
色
素
の
増
感

か
ら
趣
味
で
あ
る
写
真
の
増

感
処
理
ま
で
、
増
感
は
私
の

生
活
か
ら
切
り
離
せ
な
い
」

と
思
わ
ず
苦
笑
い
し
た
。

で
坂
本
教
授
が
国
内
外
か
ら

取
得
し
た
機
能
性
色
素
関
連

の
特
許
は
計
８
件
に
上
る
。

　

フ
タ
ロ
シ
ア
ニ
ン
の
光
学

的
特
性
が
注
目
さ
れ
る
の

は
、
何
も
光
治
療
用
向
け
だ

ま
せ
ん
」
と
天
野
教
授
は
語

る
。
例
え
ば
、
河
川
も
同
じ

で
、
洪
水
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
に
護
岸
を
コ
ン
ク

対
す
る
認
識
や
評
価
を
基
に

し
て
「
美
し
さ
」
の
根
拠
を

探
る
。
ど
の
よ
う
な
文
化
圏

に
所
属
し
歴
史
は
あ
る
か
、

暮
ら
し
は
ど
う
か
な
ど
、
ま

ち
（
地
域
）
の
あ
ら
ゆ
る
要

素
を
含
め
て
風
景
に
反
映
さ

せ
る
。
そ
の
た
め
に
「
美
し

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
景

リ
ー
ト
で
固
め
、
整
備
は
さ

れ
て
も
景
色
の
こ
と
は
考
え

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

に
川
や
橋
、
ダ
ム
な
ど
の
構

造
物
は
構
造
力
学
的
な
要
素

が
優
先
さ
れ
、
景
観
は
後
回

し
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
こ
で
、
人
々
の
風
景
に

観
政
策
論
」
な
ど
の
研
究
を

進
め
て
い
る
も
の
だ
。

防
護
柵
は
景
観
に
配
慮

　

天
野
教
授
は
約
20
年
、
静

岡
県
富
士
市
・
富
士
宮
市
・

裾
野
市
の
都
市
計
画
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
っ
て
お
り
、

国
づ
く
り
政
策
大
綱
に
基
づ

く
、
景
観
に
配
慮
し
た
防
護

柵
の
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
に
関
わ
っ
た
。
天
野
教

授
は
町
並
み
や
景
観
と
調
和

す
る
ア
ル
ミ
合
金
製
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
研
究
開
発
に
携
わ

り
、
同
19
年
度
日
本
ア
ル
ミ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
ス
タ
デ
ィ

ス
キ
ル
教
育
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
授
業
も
受
け
持
っ

て
い
る
。

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
は
社

会
交
通
工
学
科
３
〜
４
年
生

約
30
人
。
ゼ
ミ
で
は
景
観
・

ま
ち
づ
く
り
の
勉
強
を
主
体

に
、
現
地
見
学
や
調
査
な
ど

を
行
い
、
リ
ポ
ー
ト
を
発
表

す
る
ほ
か
、
コ
ン
ペ
に
参
加

す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

４
年
生
の
卒
論
で
は
景
観

原
論
、
景
観
計
画
・
設
計
論

な
ど
自
分
が
や
っ
て
み
た
い

テ
ー
マ
を
決
め
る
。
そ
の
際

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
調
査

だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
図
書
館

や
現
地
に
通
う
な
ど
、
中
身

の
あ
る
深
い
研
究
を
進
め
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
。

　

同
学
科
で
は
２
〜
４
年
生

と
大
学
院
生
に
景
観
工
学
、

会
計
学
、
橋
梁
工
学
な
ど
の

授
業
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
学
生
た
ち
に
向

け
て
天
野
教
授
が
伝
え
た
い

の
は
「
目
指
す
研
究
分
野
を

見
つ
け
た
ら
、
何
も
言
わ
ず

に
10
年
間
は
し
が
み
つ
い
て

ほ
し
い
。
そ
の
根
性
が
才
能

と
な
る
の
で
す
」
と
い
う
こ

と
だ
。
天
野
教
授
は
フ
ラ
ン

ス
で
認
定
さ
れ
て
い
る
「
最

も
美
し
い
村
」
と
い
う
魅
力

に
あ
ふ
れ
る
地
方
の
田
舎
町

を
年
に
１
回
、
夫
妻
で
訪
ね

歩
く
の
が
楽
し
み
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
村
め
ぐ
り
は
研

究
の
一
環
で
も
あ
る
。

富
士
市
と
富
士
宮
市
の
景
観

審
議
会
会
長
、
裾
野
市
景
観

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
委
員
長

を
務
め
て
い
る
。
こ
の
５
月

に
は
、
富
士
宮
市
の
平
成
25

年
度
市
政
功
労
表
彰
を
受
賞

し
た
。

　

ま
た
平
成
16
年
、
国
土
交

通
省
が
打
ち
出
し
た
美
し
い

研究室には天野教授から学生まで研究を
進めるスタッフが多数

色素の可能性を追求して地道な研究が続く

高野山・金剛峯寺前。観光資源・歴史的施設であ
る名刹をゼミ合宿で見学

ゼミ生と一体となった研究室では、和やかな中に
も厳しい指導を忘れない

がんの治療法でも注目
特許は計8件、実用化へ前進

太陽電池の効率化にも
ニ
ウ
ム
協
会
賞
の
開
発
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。
一
般
的
な

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
比
べ
て
、

開
発
さ
れ
た
防
護
柵
は
ボ
ル

ト
が
突
出
し
な
い
ス
マ
ー
ト

な
外
観
で
、
丸
み
を
帯
び
た

パ
イ
プ
を
用
い
る
な
ど
、
景

観
に
配
慮
し
た
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

学
生
の
根
性
に
期
待
を

　

ま
ち
づ
く
り
工
学
科
の
１

年
生
に
対
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
専
門
家
を
養
成
す
る

た
め
に
、
景
観
・
観
光
・
福

祉
な
ど
の
基
本
的
な
知
識
を

習
得
さ
せ
る
授
業
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
学
科
に
入
っ
た

学
生
は
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
ま
ち
を
良
く
し
た
い
、
友

人
に
自
慢
で
き
る
ま
ち
に
し

た
い
と
思
う
人
が
多
く
、
天

野
教
授
も
「
私
の
ま
ち
、
と

色
素
、
触
媒

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
面

で
も
着
目
さ

れ
て
い
る
。

機
能
性
色
素

は
、
世
界
中

の
科
学
者
が

競
っ
て
追
い

か
け
る
、
文

字
通
り
の

「
化
学
の
魔

術
師
」
な
の

だ
。

思
う
こ
と
が

最
も
大
切

で
、
そ
れ
が

相
乗
効
果
を

も
た
ら
す
の

で
す
」
と
語

る
。

　

ま
た
理
工

学
部
で
は
学

生
の
自
主
的

な
学
習
の
動

機
付
け
を
行

う
た
め
に
、

１
年
次
に
イ

ネ
ル
ギ
ー

を
、
電
気

化
学
的
性

質
を
利
用

し
て
電
子

に
転
換

し
、
こ
れ

を
電
力
と

し
て
取
り

出
す
。
飛

躍
的
に
起

電
力
が
増

加
す
る
こ

と
が
見
出

さ
れ
、
実


